
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
を
体
験

Ｊ
Ｒ
西
、大
阪
で
イ
ベ
ン
ト

Ｊ
Ｒ
３
社
、北
陸
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

マ
ス
コ
ミ
向
け
取
材
会

「
コ
ロ
カ
ル
」と
連
携

テ
ィ
ー
・
ゲ
ー
ト
　「
旅
の
発
見
」で
ツ
ア
ー

ＪＴＢ

国
際
旅
行
は

％
増

ＫＮＴ
ＣＴＨＤ

国
内
旅
行
は
２
％
増

トップ

総
取
扱
額
は

％
増

阪　急

外
国
人
は
大
幅
増

Ｊ　Ｔ　Ｂ

訪
日
個
人
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ

Ｊ
Ａ
Ｌ
国
内
線
を
設
定

国
内
旅
行
は
好
調

阪
急
阪
神
Ｂ
Ｔ

国
内
旅
行
２
ケ
タ
増
　

阪
神
Ｔ
Ｉ

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の

野
口
氏
を
講
師
に

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
講
演
会

船
旅
で
マ
イ
ル

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
提
携

郵
船
ク
ル
ー
ズ

「
飛
鳥
Ⅱ
」船
内
で

ワ
イ
フ
ァ
イ
開
始

郵
船
ク
ル
ー
ズ

（７） 第２７８０号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）１月１日（木曜日）

北陸新幹線グランクラスを再現したモックアップ

コ
ロ
カ
ル
の
ペ
ー
ジ

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ
ル
は


月

日
、
日
本
航
空
（
Ｊ

Ａ
Ｌ
）
の
国
内
線
を
利
用
し

た
訪
日
個
人
観
光
客
向
け
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
発
売
し

た
。
こ
れ
ま
で
移
動
手
段
は

バ
ス
や
新
幹
線
の
み
の
設
定

だ
っ
た
。

　
訪
日
個
人
観
光
客
向
け
の

体
験
型
商
品
「
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
」
で
、
１

２
０
路
線
を
超
え
る
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
国
内
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

利
用
で
き
る
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
ペ

シ
ャ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し

て
設
定
し
た
。
バ
ス
や
新
幹

線
で
の
移
動
で
は
難
し
か
っ

た
国
内
遠
方
へ
の
旅
行
プ
ラ

ン
も
企
画
す
る
。

　
発
売
商
品
は
２
月
１
～


日
出
発
の
羽
田
空
港
発
着

「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
と
た

っ
ぷ
り
小
樽
３
日
間
」
や
２

月
１
日
～
３
月

日
出
発
の

伊
丹
空
港
発
着
「
Ａ
Ｉ
Ｒ
＆

ホ
テ
ル
東
京
２
日
間
」な
ど
。

　
訪
日
外
国
人
向
け
宿
泊
・

ツ
ア
ー
予
約
サ
イ
ト
「
ジ
ャ

パ
ニ
カ
ン
」
や
海
外
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
販
売

す
る
。

世
界
遺
産
の
五
箇
山
の
合
掌
造

り
集
落
（
富
山
県
）

　
阪
急
交
通
社
が

月

日

発
表
し
た

月
の
旅
行
取
扱

額
は
、
前
年
同
月
比
９
・
５

％
減
の
３
０
９
億
７
６
５
８

万
円
。
う
ち
、
国
内
旅
行
は

東
北
、
関
東
、
四
国
、
九
州

方
面
が
好
調
だ
っ
た
も
の

の
、
そ
の
他
方
面
が
前
年
を

下
回
り
、

・
９
％
減
の
１

３
３
億
４
６
４
万
円
に
と
ど

ま
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は
北
米
、香
港
、

イ
ン
ド
な
ど
が
前
年
を
上
回

っ
た
が
、
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
な
ど
そ
の
他
の
ア
ジ
ア

が
伸
び
悩
み
、
７
・
２
％
減

の
１
７
４
億
７
７
９
１
万

円
。
外
国
人
旅
行
は
欧
米
、

ア
ジ
ア
方
面
か
ら
の
訪
日
旅

行
が
伸
び
、

・
２
％
増
の

１
億
９
４
０
４
万
円
と
好
調

だ
っ
た
。

　
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
（
Ｂ
Ｔ
）
の

月
の
取

扱
額
は
前
年
同
月
比

・
４

％
増
の

億
６
８
０
７
万
円

だ
っ
た
。
国
内
旅
行
は
企
業

の
団
体
旅
行
の
取
り
扱
い
が

増
加
し
、
４
・
３
％
増
の
３

億
１
２
８
１
万
円
と
好
調
に

推
移
し
た
。

　
阪
神
ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｔ
Ｉ
）
の


月
の
取
扱
額
は
前
年
同
月

比

・
４
％
増
の
５
億
１
７

２
２
万
円
だ
っ
た
。
国
内
旅

行
は
９
月
に
引
き
続
き
団
体

旅
行
が
増
え
、

・
０
％
増

の
３
６
９
３
万
円
。

　
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
は

月


日
、

月
の
販
売
実
績
を
発

表
し
た
。
総
取
扱
額
は
前
年

同
月
比

・
２
％
増
の
１
３

９
億
９
４
６
２
万
円
だ
っ

た
。
内
訳
は
、
国
内
旅
行
が

同

・
２
％
増
の
１
０
４
億

５
６
２
万
円
、
海
外
旅
行
が

同
２
・
５
％
増
の

億
２
５

９
３
万
円
、
訪
日
旅
行
が
同


・
０
％
増
の
５
億
８
４
９

２
万
円
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
は
、
一
般
団
体

が
同
５
・
１
％
増
、
教
育
団

体
は
同

・
６
％
の
大
幅
増

で
、
団
体
全
体
で
は
同

・

４
％
増
と
な
っ
た
。
個
人
は

企
画
商
品
が
同
８
・
８
％
増
、

企
画
商
品
を
除
く
個
人
は
同

１
・
６
％
増
と
、
全
て
の
項

目
で
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は
、
一
般
団
体

が
同

・
９
％
増
、
教
育
旅

行
は
同

・
８
％
減
で
、
団

体
全
体
は
同
４
・
９
％
増
。

個
人
は
自
社
企
画
商
品
が
同


・
５
％
増
だ
っ
た
が
、
他

社
企
画
商
品
が
同

・
６
％

減
と
な
り
、
企
画
商
品
全
体

で
は
同

・
５
％
減
に
な
っ

た
。
そ
の
他
の
個
人
旅
行
は

同
２
・
９
％
増
だ
っ
た
。

　
海
外
全
体
の
取
扱
人
員
は

ほ
ぼ
前
年
並
み
の
同
０
・
６

％
増
。
団
体
は
同
２
・
７
％

減
で
、
方
面
別
で
は
香
港
と

グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン
、北
米
、

大
洋
州
、
ハ
ワ
イ
、
欧
州
・

ロ
シ
ア
が
前
年
を
上
回
っ

た
。
企
画
商
品
全
体
の
取
扱

人
員
は
同
４
・
８
％
減
で
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
グ
ア
ム
・

サ
イ
パ
ン
、ハ
ワ
イ
、韓
国
、

台
湾
が
前
年
を
上
回
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
旅
行

販
売
会
社

社
に
よ
る

月

の
取
扱
額
は
前
年
同
月
比
１

・
１
％
増
の
１
５
７
０
億
４

１
０
０
万
円
で
、
う
ち
国
内

旅
行
は
２
・
７
％
増
の
９
４

６
億
８
９
０
０
万
円
だ
っ

た
。
海
外
旅
行
は
３
・
５
％

減
の
５
２
１
億
４
２
０
０
万

円
、
国
際
旅
行
は

・
１
％

増
の

億
６
９
０
０
万
円
、

旅
行
関
連
商
品
そ
の
他
は
４

・
６
％
減
の

億
４
千
万
円

と
な
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
３
・
５
％
増
。

う
ち
一
般
団
体
は
「
官
公
庁

・
自
治
体
」が

・
９
％
増
、

「
企
業
」
が

・
９
％
増
、

「
組
織
」
が

・
９
％
減
。

教
育
団
体
は
５
・
７
％
減
だ

っ
た
。

　
企
画
商
品
は
１
・
５
％
増

で
、
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
「
エ
ー

ス
」
は
６
・
６
％
増
。
手
配

旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全
体

で
は
２
・
２
％
増
と
な
っ
た
。

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
ー
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
、
前
年
を
上
回
っ
た
の

は

・
９
％
増
の
近
畿
、
８

・
５
％
増
の
沖
縄
、
４
・
６

６
％
増
の
東
北
な
ど
。
前
年

を
下
回
っ
た
の
は
、

・
１

％
減
の
中
国
・
四
国
、
８
・

４
％
減
の
関
東
、
７
・
０
％

減
の
中
部
な
ど
。

　
海
外
旅
行
は
、
団
体
旅
行

が
０
・
７
％
増
、
企
画
商
品

が
６
・
１
％
減
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

４
・
６
％
減
だ
っ
た
。

　
訪
日
外
国
人
観
光
客
向
け

パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
「
サ
ン
ラ

イ
ズ
ツ
ア
ー
」
の

月
３
日

現
在
の
予
約
状
況
は
、
人
員

ベ
ー
ス
で

月
が

・
２
％

増
、

月
が

・
０
％
増
、

１
月
が

・
１
％
増
と
い
ず

れ
の
月
も
前
年
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。

　

月
ま
で
の

年
度
累
計

は
取
扱
額
が
２
・
１
％
増
の

１
兆
３
５
０
億
７
千
万
円
だ

っ
た
。
国
内
旅
行
は
２
・
１

％
増
の
６
１
２
１
億
３
８
０

０
万
円
、
海
外
旅
行
が
１
・

０
％
増
の
３
５
８
６
億
５
０

０
万
円
、
国
際
旅
行
が

・

２
％
増
の
３
０
９
億
８
７
０

０
万
円
、
旅
行
関
連
そ
の
他

は
３
・
８
％
減
の
３
３
３
億

４
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は

月

日
、


月
の
旅
行
取
り
扱
い
状
況
を

発
表
し
た
。
主
要
旅
行
業
９

社
の
総
取
扱
額
は
、
前
年
同

期
比
０
・
５
％
減
の
５
１
４

億
３
６
２
３
万
円
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
国
内
旅
行
は
２
・

２
％
増
の
３
３
４
億
１
８
８

３
万
円
、
海
外
旅
行
は
７
・

６
％
減
の
１
６
１
億
３
８
８

６
万
円
、
外
国
人
（
訪
日
）

旅
行
は

・
７
％
増
の

億

９
４
０
９
万
円
、
関
連
商
品

ほ
か
は
８
・
４
％
減
の
６
億

８
４
４
６
万
円
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
が

・
７
％
増
、
学

生
団
体
が

・
４
％
増
、
団

体
全
体
で

・
１
％
増
の
１

２
０
億
６
５
１
２
万
円
だ
っ

た
。
企
画
は
７
・
９
％
減
の

１
６
６
億
３
０
１
７
万
円
、

個
人
は
０
・
９
％
増
の

億

２
３
５
４
万
円
、
ク
ラ
ブ
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
６
・
６
％
減
の

１
０
８
億
１
６
４
３
万
円
。

　
海
外
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
が
９
・
１
％
増
、
学

生
団
体
が

・
５
％
減
、
団

体
全
体
で
５
・
０
％
減
の


億
７
２
６
３
万
円
。
企
画
は


・
３
％
減
の

億
７
１
９

万
円
、
個
人
は
５
・
１
％
増

の

億
５
９
０
４
万
円
、
ク

ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
６
・
６

％
増
の

億
７
４
４
万
円
。

　
中
核
事
業
３
社
の
状
況
を

見
る
と
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
は
国
内
団
体
に
つ
い
て

は
、
一
般
団
体
は
大
型
の
大

会
、
会
議
や
職
場
旅
行
の
取

り
扱
い
が
あ
り
、
前
年
を
大

き
く
上
回
っ
た
。
学
生
団
体

は
堅
調
に
取
り
扱
い
が
増
加

し
、
前
年
を
大
幅
に
上
回
っ

た
結
果
、
国
内
団
体
旅
行
合

計
で

・
４
％
増
と
前
年
を

大
き
く
上
回
っ
た
。
海
外
団

体
に
つ
い
て
は
、
一
般
団
体

は
大
型
の
招
待
旅
行
や
観

光
、
親
睦
旅
行
の
取
り
扱
い

が
あ
り
、前
年
を
上
回
っ
た
。

学
生
団
体
は
昨
年
複
数
取
り

扱
っ
た
大
型
修
学
旅
行
の
取

り
扱
い
の
反
動
が
あ
り
前
年

を
下
回
っ
た
結
果
、
海
外
団

体
旅
行
合
計
で
前
年
を
や
や

下
回
っ
た
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
は
、
メ
イ
ト
は
取
扱

額
で
前
年
を
下
回
っ
た
。
方

面
別
取
り
扱
い
は
、
九
州
方

面
が
好
調
を
維
持
し
て
お

り
、
東
北
・
伊
勢
志
摩
を
除

く
東
海
、
関
西
、
南
紀
方
面

も
比
較
的
好
調
に
推
移
し

た
。
低
価
格
帯
商
品
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
縮
小
さ
せ
た
影

響
も
あ
り
、
全
体
的
に
伸
び

悩
ん
だ
。
ホ
リ
デ
イ
は
引
き

続
き
東
ア
ジ
ア
方
面
を
中
心

と
し
て
全
般
的
に
不
調
。
各

方
面
と
低
価
格
帯
商
品
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
縮
小
さ
せ
た

影
響
も
あ
り
、
全
体
の
取
扱

人
数
、
取
扱
額
と
も
前
年
を

下
回
っ
た
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
バ

ス
旅
行
を
含
め
た
国
内
旅
行

部
門
は
、
台
風

号
、

号

に
よ
る
ツ
ア
ー
中
止
や
御
岳

山
噴
火
の
影
響
に
よ
り
、
前

年
を
下
回
っ
た
。
テ
ー
マ
旅

行
部
門
も
同
様
に
、
登
山
、

ハ
イ
キ
ン
グ
商
品
を
中
心
に

台
風
と
御
嶽
山
噴
火
が
影
響

し
、
前
年
を
下
回
っ
た
。
海

外
旅
行
部
門
は
、
円
安
や
政

情
不
安
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
な

ど
、
外
的
要
因
に
さ
ら
さ
れ

た
が
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア

ニ
ア
と
い
っ
た
主
要
方
面
が

好
調
を
維
持
し
前
年
を
上
回

っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
は
、
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
の
野
口
健
氏
を
講
師

と
し
た
第
３
６
４
回
「
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
行
文
化
講
演
会
」
を
１

月

日
に
名
古
屋
市
で
開
催

す
る
。

　
演
題
は
「
富
士
山
か
ら
日

本
を
変
え
る
」
。
会
場
は
ウ

イ
ン
ク
あ
い
ち
（
愛
知
県
産

業
労
働
セ
ン
タ
ー
）
。
受
講

料
は
無
料
で
定
員
は
８
０
０

人
。

　
野
口
氏
は

歳
の
１
９
９

９
年
に
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂

し
、
７
大
陸
最
高
峰
世
界
最

年
少
登
頂
記
録
を
樹
立
。
以

降
、
エ
ベ
レ
ス
ト
や
富
士
山

に
散
乱
す
る
ゴ
ミ
の
問
題
に

着
目
し
、
清
掃
登
山
を
行
っ

て
い
る
。

　
郵
船
ク
ル
ー
ズ
は
こ
の
ほ

ど
、２
０
１
５
年
７
月
か
ら
、

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
と
マ

イ
ル
提
携
を
す
る
と
発
表
し

た
。
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
に
乗

船
す
る
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
マ
イ
ル
が

貯
ま
り
、
飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
商

品
券
に
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
の
旅
行
代

金
５
０
０
円
に
つ
き
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
マ
イ
ル
１
㍄
を
乗
船
客
に

付
与
す
る
。
同
社
に
直
接
申

し
込
ん
だ
ク
ル
ー
ズ
商
品
が

対
象
で
、
旅
行
会
社
経
由
の

場
合
は
付
か
な
い
。
７
月


日
以
降
に
出
発
す
る
上
期
商

品
の
乗
船
分
か
ら
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
す
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
マ
イ
ル
１
万
㍄
を

同
社
が
発
行
す
る
飛
鳥
ク
ル

ー
ズ
商
品
券
１
万
円
相
当
に

交
換
す
る
。
商
品
券
で
は
同

社
が
販
売
す
る
ク
ル
ー
ズ
の

ほ
か
、
船
内
の
飲
食
な
ど
に

も
使
用
で
き
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、

月
６

日
と
７
日
に
大
阪
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
シ
テ
ィ
の
サ
ウ
ス
ゲ
ー

ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
南
ゲ
ー
ト

広
場
で
、
「
北
陸
新
幹
線
グ

ラ
ン
ク
ラ
ス
展
示
＆
体
験
」

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
２

０
１
５
年
３
月

日
の
北
陸

新
幹
線
金
沢
・
富
山
―
長
野

駅
間
開
業
を
控
え
、
新
幹
線

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
と
い

わ
れ
る
「
北
陸
新
幹
線
グ
ラ

ン
ク
ラ
ス
」
の
魅
力
や
座
り

心
地
な
ど
を
関
西
地
区
で
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
関
西
地
区
で

の
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
の
展
示
は

今
回
が
初
め
て
。

　
同
時
に
Ｊ
Ｒ
３
社
で
展
開

し
て
い
る
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ホ
ク
リ
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
Ｐ
Ｒ
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
旧
砂
時
計
広
場

で
行
っ
た
。

　
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
展
示
・
体

験
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
北
陸
新

幹
線
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
を
再
現

し
た
模
型
を
は
じ
め
、
北
陸

新
幹
線
開
業
の
概
要
や
新
た

な
観
光
周
遊
ル
ー
ト
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
も
展
示
し
た
。

多
く
の
来
場
者
が
グ
ラ
ン
ク

ラ
ス
の
シ
ー
ト
へ
の
体
験
乗

車
を
行
っ
た
。

　

月

日
と

日
に
は
、

京
都
駅
ビ
ル
駅
前
広
場
で
も

同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　
３
月

日
に
北
陸
新
幹
線

の
金
沢
―
長
野
駅
間
が
開
業

す
る
と
、
関
西
地
区
か
ら
は

富
山
県
、
新
潟
県
、
長
野
県

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
３
社
で
展
開

し
て
い
る
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ

ｓ
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｙ
　
Ｈ

ｏ
ｋ
ｕ
ｒ
ｉ
ｋ
ｕ
（
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・

ホ
ク
リ
ク
）キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
現
地
取
材
会
が
、

月


日
と

日
に
主
に
首
都
圏
と

関
西
地
区
の
報
道
関
係
者
を

対
象
に
開
催
さ
れ
た
。

　
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
回

で

回
目
。３
月

日
に
は
、

い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
金
沢

―
長
野
駅
間
が
開
業
す
る
。

ま
た
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、

～

月
に
実
施
さ
れ

る
北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
同
じ

く
、「
美
観
」「
美
食
」「
美
技
」

「
美
湯
」
「
美
心
」
の
五
つ

の
美
を
テ
ー
マ
に
北
陸
の
魅

力
を
提
案
し
て
い
る
。

　
今
回
の
取
材
会
で
は
美
心

の
企
画
と
し
て
、
富
山
県
で

世
界
遺
産
の
五
箇
山
の
相
倉

合
掌
造
り
集
落
で
五
箇
山
観

光
ガ
イ
ド
と
歩
く
体
験
を
紹

介
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

夜
の
金
沢
の
ひ
が
し
茶
屋
街

を
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
「
ま
い
ど
さ
ん
」
の
案
内

で
歩
く
企
画
も
提
示
し
た
。

　
美
技
は
、
石
川
県
の

金
沢
市
内
に
あ
る
金
箔

の
老
舗
「
か
な
ざ
わ
カ

タ
ニ
」
で
金
箔
貼
り
体

験
を
紹
介
。
ま
た
、
北

陸
新
幹
線
の
金
沢
駅
構

内
や
ホ
ー
ム
も
公
開
し

た
。

　
福
井
県
で
は
、
美
食

と
し
て
、
東
尋
坊
商
店

街
夕
な
ぎ
本
店
で
越
前

ガ
ニ
の
釜
揚
げ
見
学
を

紹
介
。
美
観
は
、
福
井

県
立
恐
竜
博
物
館
の
「
見
ど

こ
ろ
ダ
イ
ノ
ツ
ア
ー
」
を
提

案
し
た
。

　
３
月

日
以
降
、
首
都
圏

か
ら
は
、
北
陸
新
幹
線
利
用

で
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、

直
接
、
富
山
県
や
石
川
県
に

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
福
井
県
観
光
も
便
利
に

な
る
。
関
西
圏
か
ら
は
、
富

山
県
東
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

向
上
。
富
山
県
と
石
川
県
間

の
移
動
も
便
利
に
な
る
。

　
郵
船
ク
ル
ー
ズ
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
は

月

日
、
ク
ル
ー
ズ

客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
で
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
る
と
発
表
し

た
。
航
海
中
で
も
手
軽
に
寄

港
地
の
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
１
月
５
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
す
る
。
船
内
で
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
な
ど

の
公
共
エ
リ
ア
、
客
室
で
は

ロ
イ
ヤ
ル
ス
イ
ー
ト
で
使
用

で
き
る
。

　
希
望
の
時
間
分
に
合
わ
せ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
プ

ラ
ン
を
選
択
で
き
、
利
用
料

金
は

分
千
円
か
ら
。た
だ
、

ロ
イ
ヤ
ル
ス
イ
ー
ト
客
は
無

料
。

　
テ
ィ
ー
・
ゲ
ー
ト
が
運
営

す
る
ト
ラ
ベ
ル
サ
イ
ト
「
旅

の
発
見
」は

月

日
か
ら
、

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
の
ウ
ェ
ブ

マ
ガ
ジ
ン
「
コ
ロ
カ
ル
」
と

シ
ス
テ
ム
の
提
携
を
開
始
し

た
。
コ
ロ
カ
ル
サ
イ
ト
内
で

紹
介
さ
れ
た
プ
ラ
ン
を
旅
の

発
見
が
「
コ
ロ
カ
ル
ツ
ア
ー

ズ
」
と
し
て
販
売
。
読
者
の

「
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
を「
行
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
実
行
動
に
つ
な
げ
て

い
く
。

　
コ
ロ
カ
ル
と
は
２
０
１
２

年
に
日
本
の
「
地
域
」
を
テ

ー
マ
に
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
が

運
営
を
開
始
し
た
ウ
ェ
ブ
マ

ガ
ジ
ン
。
地
域
の
文
化
や
、

デ
ザ
イ
ン
、
ア
ー
ト
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
、
食
な
ど
の
魅

力
に
つ
い
て
日
々
情
報
を
発

信
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
の

雇
用
不
足
、高
齢
化
、産
業
、

企
業
の
不
況
、
観
光
産
業
の

伸
び
悩
み
な
ど
の
課
題
に
つ

い
て
も
触
れ
、
優
れ
た
実
践

で
課
題
を
乗
り
越
え
、
新
し

い
生
き
方
、
働
き
方
を
見
つ

け
て
暮
ら
す
人
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介

し
て
い
る
。

　
コ
ロ
カ
ル
に
は
日
本
全
国

の
名
所
、
名
勝
や
歴
史
に
触

れ
る
ツ
ア
ー
、
地
元
で
丹
念

に
栽
培
さ
れ
た
農
産
物
の
収

穫
体
験
、
農
家
民
泊
、
染
め

物
体
験
な
ど
幅
広
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
記
事
を
読
ん
で

興
味
を
持
っ
た
読
者
は
、
コ

ロ
カ
ル
が
厳
選
し
た
ツ
ア
ー

を
コ
ロ
カ
ル
内
で
予
約
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
コ
ロ
カ
ル
の
読
者
は
マ
ガ

ジ
ン
ハ
ウ
ス
の
雑
誌
「
ａ
ｎ

ａ
ｎ
」
「
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
ｏ
」

「
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
」
な
ど
の

読
者
で
あ
る
、
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
生
活
を
す
る

～


代
の
女
性
を
想
定
し
て
い

る
。

　
コ
ロ
カ
ル
ツ
ア
ー
ズ
は
季

節
に
よ
っ
て
２
０
０
～
３
０

０
の
プ
ラ
ン
を
そ
ろ
え
る

が
、
将
来
的
に
は
千
プ
ラ
ン

の
掲
載
を
想
定
し
て
い
る
。

テ
ィ
ー
・
ゲ
ー
ト
の
橋
屋
哲

社
長
は
「
プ
ラ
ン
数
あ
り
き

で
な
く
、
こ
だ
わ
り
の
プ
ラ

ン
を
そ
ろ
え
て
い
く
。
今
後

は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
た

い
。
今
ま
で
と
は
違
う
、
コ

ロ
カ
ル
目
線
、
マ
ガ
ジ
ン
ハ

ウ
ス
目
線
の
商
品
を
出
し
て

も
ら
い
、
紹
介
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　
コ
ロ
カ
ル
専
用
商
品
と
し

て
紹
介
す
る
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
コ
ロ
カ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス

で
取
り
あ
げ
ら
れ
、
コ
ロ
カ

ル
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

「
い
い
ね
」
と
し
て
い
る
約

５
万
６
千
人
に
直
接
情
報
が

届
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。


